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児童育成の支えとなるもの 

家庭学習の充実と家庭との 

連携 

読書科の充実 心をはぐくむ本校らしい教育

活動 

教師間の情報共有 

○基本的な生活、家庭学習習

慣の確立。（江戸川っ子スタ

ディーウィーク、スギニ家

庭学習キャンペーン） 

 

○読書の日常化と記録の積み

重ね。 

○「読書旬間」（年３回）「朝の

読書科」の時間の設定。 

○なかよし班活動、登校班な

ど異学年の交流。 

○ＳＤＧｓや環境、人とのか

かわりを意識した体験活動

の充実。 

○習熟度別授業など授業に関

する打ち合わせ、児童の実

態の情報交換を密にする。 

 

江戸川区の教育目標・基本方針 

（令和５年度 教育重点施策より一部抜粋） 

〇共生社会の実現と人権尊重の精神の

育成 

〇学校教育の充実 

〇学びを支える教育環境の整備 

〇健全育成活動の推進 

〇文化遺産の伝承 

社会状況（学習指導要領総説） 

 

〇生産年齢人口の減少 

〇グローバル化の進展 

〇社会構造や雇用環境の変化 

〇人工知能（AI）の飛躍的な進化 

→主体的 自らの可能性を発揮 

 よりよい社会と幸福な人生の創り手 

研究主題 

一人一人の学びを大切にする大杉第二小学校の教育 

～個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指して～ 
 

研究仮説 

「個別最適な学びと協働的な学びの実現」の観点から主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

に取り組むことで、児童一人一人が確かな学力を身に付けることが出来るだろう。 

目指す児童像 

主体的に学び、確かな学力を身に付ける児童 

【学校の教育目標】 

◎ よく考え進んで学ぶ子 

◎ 思いやりのある子 

◎ 明るく元気な子 

【学校経営方針】 
＜目指す学校像実現にむけたキャッチフレーズ＞ 

学校大好き・先生大好き・友達大好き 

～豊かな心・確かな学力・一人一人が   

輝く杉二の子～ 

「研究の視点①」 

○児童が主体的に学ぶ授業の構成

～問題解決的な学習の充実～

「具体的な手だて」 

・見通しと振り返り、次への見通しの学

習のサイクル 

※学習計画表（国語）や振り返りの記述 

 

 

 

 

「研究の視点③」 

○協働的な学びを取り入れる 

～ともに学び、ともに伸びる話し合い

の充実～ 

「研究の視点②」 

○指導の個別化及び学習の個性化 

～一人一人が確実にできる～

「具体的な手だて」 

・自分タイム、学び合いタイムの設定 

・ＩＣＴの活用による実態把握とホワ

イトボードによる考えの整理 

 

 

 

 

 

 

児童の実態 

・課題に対して前向きに取り組む。 

・基礎・基本の定着が不十分な児童がいる。 

・自分の考えや思いを表現することに苦手意識をもっている児童がいる。 

 

「具体的な手だて」 

・個々の児童の興味・関心に応じた学

習を進める指導 

・一人一人を取り残さない指導 

 

 

 

 

 

 


